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原子力システム研究開発事業「核変換システム開発のための長寿命 MA 核種の高速中性子捕獲反応データ

の精度向上に関する研究」の一環として，質量分析法を主とした MA 試料の不純物分析および同位体分析

技術の開発を行っている．本発表では，本プロジェクトで用いる MA試料の分析結果について報告する． 

 

キーワード：マイナーアクチニド，中性子捕獲断面積，質量分析 

 

緒言：長寿命 MA核種の核変換システムを開発する上で，

中性子捕獲反応データの高精度化が必要とされている．

本発表では，2017年より始まった，長寿命 MA核種の高

速中性子捕獲反応データの高精度化に関するプロジェク

トで用いた MA試料の分析に関する報告を行う． 

MA 試料の分析：MA 核種の中性子捕獲反応データの高

精度評価において，使用する試料に含まれる不純物は大

きな誤差要因となりうる．本研究は，本プロジェクトで

用いる試料に含まれている同位体的・化学的不純物の高

精度評価を行い，不純物による MA 核種の中性子反応デ

ータ評価への影響を評価することを目的としており，化学的不純物として Pu不純物を重要視している． 

MA 試料の分析は，表面電離型質量分析装置を用いた質量分析を中心に，放射線計測等を組み合わせて

行った．本発表では，MA 試料の 1 つである，Np-237 試料の分析結果について報告する． 

試料の分析結果：α線測定による分析では，Np-237 に加えて，Pu-(239+240)および(Pu-238+Am-241)に起因

するピークを確認し，Np-237 に対する放射能比を評価した．ただし，これらは α線エネルギーが近く，相

互分離が困難である．質量分析では，Np-237 試料の分析時に図 1に示すマススペクトルを得た．本 Np-237

試料は，99.9%以上の割合で Np-237 により構成されており，他の Np 同位体の存在割合が合計 0.1%以下で

あることを確認した．また，Pu 不純物として，Pu-239，Pu-240，Pu-241および Pu-242 の存在も確認した． 

質量分析および α 線測定による分析結果を組み合わせることにより，Np-237 試料中に含まれている Pu

不純物の含有量を Pu同位体毎に見積もることができた．本 Np-237試料に含まれている Pu不純物の含有量

は最大でも Np-237に対して 10
-4のオーダーでしか存在しておらず，本プロジェクトで行っている中性子反

応データ評価への影響が十分に小さいことが確認できた． 

本研究は文部科学省原子力システム研究開発事業の助成を受けたものである． 
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Fig. 1. Mass spectrum of Np-237 sample. 
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